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Reading Skills & 
Orthographic Processing Skills

流暢な読みの条件
text, word, subword unit レベルでの

正書法、⾳韻、意味処理の⾃動化
（LaBerge & Samuels, 1974)
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Orthographic Processing

流暢な読みの基盤の⼀つとなる正書法構造に含まれる要素

• 単語内で、特定の⽂字が特定の位置に出現する確率
• ⽂字の並び順
• 発⾳可能な⽂字の組み合わせ

(Grainger, 2018)
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What Makes Orthographic Processing 
Complicated?

Wydell & Butterworth, 1999, p. 280 を筆者訳

Reading Skills ＆
Orthographic Processing Skills（OPS)

 読みに対するOPS(Orthographic Processing Skills)の関与
 課題︓ 読みの指標5種類

 対象︓ ⼩3、87名
 結果︓ OPS、年齢、IQ, ⾳韻処理能⼒

１．OPSは 各読み課題に寄与する、テキスト読み＞単語読み
２ ．活字接触量の差はOPSの差を⼀部説明するが、活字接触量
を排除しても有意な差は残っ(Baker, Torgesen, & Wagner, 1992)

⾮単語⾳読
制限時間なしの単語同定（認識）
時間制限付き 単語同定（認識）
テキストの⾳読速度
テキストの黙読速度



Vision-Language Interface

視覚処理と⾔語処理のインタフェス

正書法の類似性が単語レベルの読み
に影響する

熟達した読み⼿は、⽂字の位置情報
を利⽤する

(Grainger, 2018: p.336)VISION

LANGUAGE

Orthographic Processing Transfer について
(Chitiri & Willows, 1997)

正書法処理は⾔語特有であるとする理由︓

• L1の正書法が浅い場合、単語の読みは
⾳韻処理＞正書法（視覚）処理

• 正書法が⼤きく異なる⾔語のバイリンガル（English & Greek)
両⾔語とも独⾃の処理をおこなう
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⼩中学⽣の
識字獲得

⼩学校での⾳から読みへの活動成果
（斎藤、川﨑、禰冝⽥、2014

in 川﨑、中⻄、⻄村、三⽊、2024）

 疑似単語の初頭⾳の同異判定
 事前事後デザイン︓ １学期間 ⾳を中⼼とした学習活動
 刺激英語と⽇本語︓ 各３種類のペア

⼩学校での⾳から読みへの活動成果

 結果︓ 正答率は有意に上昇
③の英語ペアを「異」とする誤答多

 考察︓ ⽇本語の⾳韻認識単位による処理︖
英語のオンセット＋ライムではなく
⼦⾳＋⺟⾳単位で処理。
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Phonemic Awareness for Reading in English
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⼩学⽣ 中学⽣(Kawasaki, 2013)
学習実験

 ⼩学校 ５，６年⽣，中学校 ２，３年⽣
 事前事後デザイン︓ 約３０分
 刺激︓ai, au, ou, uを含む疑似単語
 疑似単語を読む（録⾳） → 正しい読みを聴く → 復唱する
 中学⽣の反応潜時と正答率は有意に改善

ローマ字規則の適⽤による誤読が減少
 事前の読み誤りに規則性＊がある場合︓事後の伸び率が⼤きい
 正確さの向上 → 処理速度の短縮

⼤学⽣の
未知語を綴る⼒と語彙⼒

動機

知らない単語が聞こえてきたときどうする︖
• カタカナで書く 後で調べられなくない︖
• アルファベットで書く 調べる・尋ねるが可能
• 全く書かない・書けない 聞けていない=復唱できない
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知らない単語が出てきたときどうする︖ undress
• 隣の⼈に発⾳を尋ねる 丸ごと ⾳を記憶する
• 辞書アプリの⾳声再⽣ 同上
• Marikoに尋ねる とりあえず読んでみて、と⾔われる

u+n+dr+e+ss

残念な読み間違い
Let me raise the height of 

the bed.
raiseとheight

どちらの間違いがより残念︖

How do you spell it?

/goup/ GOPE GOWP

/tein/ TAIN TANE TAYN

/raid/ RADE RAID RAYD

/paus/ POUSE POWS POUS 

/ki:t/ KETE KEET KEAT KEYT KIET 

課題

対象（有償）︓⼤学1〜3年次⽣21名
① Word dictation
② Vocabulary size test
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⾮単語の書き取り

18

⾮単語の⾳声提⽰
（1⾳節）

“/taIt/”

01
1巡⽬ 単語の後半
の⺟⾳の綴りを答え
る
t ＿ ＿ ＿

02
2巡⽬ 単語の末尾
提⽰に基づいて⺟⾳
の綴りを答える
t ＿ t e

03



刺激⾳（⺟⾳）に対する⺟⾳字の種類
19

ai --- a-e
ea ee e-e
--- ie i-e
oa oe o-e 
ui ue u-e

刺激統制
20

例 bain daim
• ⺟⾳部の綴り ai ai
• Body Friend数 21（多）3（少）
• Body Enemy数（0~6) 0 0
• Body Enemy出現頻度合計 0 0

(0~3824)

Rastle,K., Harrington, J., and Coltheart, M. (2002). 358,534 nonwords: 
The ARC nonword database.
The Quarterly Journal of Experimental Psychology, 55A(4), 1339-1362.

書き取り⽤ 画⾯（語尾表⽰時）
21

CEFR-J実単語画面表示非単語母音CEFR-J実単語画面表示非単語母音

A2globej___bejobeO /ou/A1rainb____nbainA /ei/
---foamn___mnoamO /ou/A1cased___sedaseA /ei/
A1fruitk____tkuitU /u:/A1sleepn____pneepE /i:/

l___pelupeU /u:/A1teamd___mdeamE /i:/
A1siteh___tehiteI /ai/
B1piepr__eprieI /ai/

語彙⼒
22

標準偏差平均値最⼤値最⼩値

.07.63.76.50正答率

4410語5320語3520語（語彙レベル）

綴り正答率
23

標準偏差平均値最⼤値最⼩値

.17.28.91.04⾮単語
語尾綴り無

.12.37.65.19⾮単語
語尾綴り有

.15.52.87.26実単語

語彙正答率と綴り正答率の相関
24

実単語⾮単語
語尾綴り有

⾮単語
語尾綴り無

.542**.468**.486**語彙正答率

**p<.05



⼊⼒綴りの例 /aI/の場合
25

ローマ字規則の使⽤︓ aim  eim

英語の規則の誤⽤︓ ait  ayt

聞き取りの誤り(推測）︓ aim  em

考察

• 未知語を綴る⼒は低いが、
語彙⼒と未知語を綴る⼒には相関関係がある

理由
• 正しく⾳韻表象していない可能性

⽇本語⾳として表象（カタカナで書けばいい）
• 正書法知識を獲得していない

⇒ ⾃⼒で綴る経験なし
（⾃然な獲得段階を経ていない）
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課題

• ⽂字に触れる（読書）機会はEFLでも不可⽋
• ⾳韻認識⼒を育てる、識字獲得の前段階が⼤切

（⽇本語と英語の⾳システムの違いに気づく）→ 若者に期待
• ⽂字に触れる、注意がʻ⾳⽂字ʼの関係に向く

• 初⾒で読める（ひらがなのように）ことに気づく
ルールに気づく

• ⽂字の組み合わせの頻度に気づく
聞こえたとおりに綴ること、綴った結果に報酬を︕

＝invented spelling （発達段階において重要な役割がある）
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多様性/共生/未来志向教育

Require:
Cultural Awareness 
Understanding
Respect
Love
Empathy ….

• Transportation
• Internet Video

Conference/VR/AR
Geographical 

Distance

• Translation Apps 
• Written
• Oral

Language 
Barrier 

More chances to get in touch with
different cultures
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